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Ⅰ 研究主題設定の理由 

21 世紀は，新しい知識・情報・技術が社会のあらゆる領域での活動の基盤として飛躍的に重要性

を増す，知識基盤社会の時代と言われている。競争と技術革新が絶え間なくおこる知識基盤の社会

においては，幅広い知識と柔軟な思考に基づき新しい知や価値を創造する能力が求められる。新学

習指導要領では，この点を重視し，変化の激しい社会を担う児童には，その変化に対応するための

「生きる力」の育成が重要であるとしている。そのためには，「生きる力」に資する，必要な情報を

主体的に収集・判断・処理・編集・創造・表現・発信・伝達できる，情報活用能力を育むことが重

要である。学校教育においては，こうした知識基盤社会に対応する考えに基づいて，教育の情報化

（教科指導におけるＩＣＴ＊1）活用，情報教育，校務の情報化）を推進し，児童の情報活用能力を

育成する情報教育をより一層充実させることが重要となっている。 

情報教育の充実については，小学校学習指導要領解説総則編で，「基礎的・基本的な知識・技能を

習得させるとともに，それらを活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等を

育成し，主体的に学習に取り組む態度を養うためには，児童がコンピュータや情報通信ネットワー

クなどの情報手段を適切に活用できるようにすることが重要である」と示されている。また，情報

活用能力の育成に当たっては，情報教育の目標の３観点（情報活用の実践力，情報の科学的な理解，

情報社会に参画する態度）をバランスよく育成することが求められる。そのために，各教科等の目

標と情報教育の目標との関係，教科指導におけるＩＣＴ活用のねらいと情報教育の目標との関係を，

それぞれ正しく理解し，学校全体として体系的な情報教育を実施することが必要である。 

しかし，先行研究において，情報教育と関連する到達目標や指導内容及び学習活動例は提案され

ているものの，各教科等と連携を図り，情報教育の３観点をバランスよく育成する体系的な情報教

育を実施する具体的な方法は明らかにされておらず，実践をする上で大きな課題となっている。 

そこで，各教科等の目標と関連付けた，発達の段階に応じた情報教育の目標を設定し，その各学

年段階の目標に応じた情報教育の指導事項を整理し，総合的な学習の時間等における題材を開発し

たり，教科等の学習過程の一部に位置付けたりする具体的な方法を明らかにすれば，発達の段階に

応じた体系的な情報教育の実施につながり，児童の情報活用能力の育成を図ることができると考え，

本主題を設定した。 

 

Ⅱ 研究の構想 

１ 研究のねらい 

(1) 学習指導要領や教育の情報化に関する手引，先行研究を基に，研究主題についての基本的な

考え方を明らかにする。 

(2)  教員，児童を対象とした実態調査から，情報教育の推進上の課題を明らかにする。 

(3)  各学年段階に応じた情報教育に関する指導事項の体系を明らかにする。 

(4)  総合的な学習の時間と国語科における情報活用能力を効果的に身に付ける指導法を明らかに

する。 

(5) 検証授業の分析を通して，本研究の成果と課題を明らかにする。 

 

２ 研究の仮説 

 

 

  

――――――――――――――――― 
＊1）Information and Communication Technology の略。コンピュータや情報通信ネットワーク（インターネット等）な

どの，情報コミュニケーション技術のこと 

各学年段階に応じた情報教育の指導事項を体系化し，それに基づいた，総合的な学習の時間及

び国語科の学習を通して，情報教育の指導事項を年間指導計画に横断的に位置付け，具体的な指

導をすれば，児童の発達の段階に応じた情報活用能力を効果的に育むことができるだろう。 
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３  研究の全体構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 研究の実際 

 １ 情報教育についての基本的な考え方 

  (1) 「情報教育」と「教科指導におけるＩＣＴ活用」の関連 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

    

 

図１ 「情報教育」と「教科指導におけるＩＣＴ活用」の関連 

図１のように教育の情報化の目的には，児童の情報活用能力の育成，すなわち，体系的な情

報教育の実施に加え，教科指導におけるＩＣＴ活用が含まれている。しかし，「情報教育」と「教

科指導におけるＩＣＴ活用」には，情報活用能力の育成を目的に含むかという点に違いがあり，

各教科等において，児童にＩＣＴを活用させる際は，教員が情報教育の視点に配慮する必要が

ある。情報教育をより一層充実させるためには，「児童が各教科等の目標達成に効果的にＩＣＴ

 

○ 情報教育に関する理論研究       

○ 教員のＩＣＴ活用能力，児童の情報活用能力の実態調査及び分析，課題把握 

○ 各学年段階に応じた情報教育に関する指導事項の体系化 

○ 総合的な学習の時間と国語科における情報活用能力を効果的に育む指導の工夫の具体化 

 

学習指導要領 
目指す児童像 

研 究 主 題 

研究の仮説 

検証授業の実施と考察 

研究のまとめと今後の課題 

社会や時代の要請 

児童の実態 

基
礎
研
究 

本
研
究 

ま
と
め 

Ａ C B 

教科指導における 

ＩＣＴ活用 情報教育 

Ａ：ＩＣＴを活用した，「情報活用能力の育成」を目的に含む教育 

  Ｂ：ＩＣＴの活用のない，「情報活用能力の育成」を目的に含む教育 

  Ｃ：ＩＣＴの活用はあるが，「情報活用能力の育成」を目的としない教育 

   （各教科等の目標を達成するための，学習手段としてのＩＣＴの活用） 

（学習手段） 
（学習内容） 

指導上の課題 
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を用いる中で育まれる情報活用能力」や，「情報を適切に活用して合理的な判断や創造的思考，

表現・コミュニケーションに役立てる力，より基本的な情報活用能力」の目標や指導事項を整

理していく必要がある。 

  (2)  情報教育の目標 

情報活用能力には次の３観点がある。 

 

Ａ 情報活用の実践力 

課題や目的に応じて情報手段を適切に活用することを含めて，必要な情報を主体的に収

集・判断・表現・処理・創造し，受け手の状況などを踏まえて発信・伝達できる能力 

（小学校段階では，「基本的な操作」を身に付け，「情報手段の適切な活用」ができるようになることが重視される。） 

     Ｂ 情報の科学的な理解 

情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解と，情報を適切に扱ったり，自らの情報活

用を評価・改善したりするための基礎的な理論や方法の理解 

      Ｃ 情報社会に参画する態度 

社会生活の中で情報や情報技術が果たしている役割や及ぼしている影響を理解し，情報

モラルの必要性や情報に対する責任について考え，望ましい情報社会の創造に参画しよう

とする態度 

 

  学校では，情報教育を推進し，各教科等を横断して実施すること，また，３観点相互の関係

を考え，児童の発達の段階に応じ，情報活用能力をバランスよく身に付けさせることが求めら

れている。そのため，上記で示された３観点の内容に留意しながら，情報教育に取り組む必要

がある。 

 

２ 情報教育に関する実態調査の分析と考察 

児童の情報や情報手段を扱う経験や，教員の情報教育に関する意識を明らかにすることで，情

報活用能力を育む機会が設定されているか推測することができると考えた。 

また，どのような状況でどのような情報活用能力が育成できるかを研究し，調査結果と照合す

ることで，児童の発達の段階に応じた情報活用能力を身に付けさせるための学習指導上の課題や

今後の指導の在り方を探ることができると考え，実態調査を実施した。 

  (1)  対象 

 実施人数 本校６年生 34 人 教員 12 人 

   (2) 調査日・調査方法 

     平成 23年６月 14日（火） 質問紙法 

(3) 分析と考察 

ア 児童の実態 

６年生に，入学してから今までに授業でＩ

ＣＴを活用した体験を質問したところ，情報

を収集する場面でのＩＣＴ活用は多いもの

の，情報を発信する場面での活用が尐ない

（図２）。また，小学校段階で身に付けさせ

たい情報活用の基礎となるＩＣＴの基本的

な操作の習得にばらつきが見られた。 

 

0% 2000% 4000%

Ｗebサイト 

プレゼンテーション 

書画カメラ 

新聞・ポスター 

電子メール 

電話 

ＦＡＸ 

デジタルカメラ 

取材・インタビュー 

観察 

アンケート 

本 

インターネット 

情報収集 

情報発信 

図２ 授業での活用体験（６年生）

100(％) 0 
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イ 教員の実態 

平成 23 年３月に実施した『学校における教

育の情報化の実態等に関する調査（文部科学

省）』で，本校教員と全国，県の教員と平均を

比較すると，Ｃ項目の「児童のＩＣＴ活用を

指導する能力」は低い結果となった（図３）。 

また，教員を対象に行った意識調査では，

指導に関する事例集や具体的な年間指導計画

が必要だという意識が高かった。 

   ウ 考察 

現在，小学校段階で実施可能である情報活

用能力を身に付けるための指導は十分とは言

えない。また，教員の実態調査結果から，授業においてＩＣＴを活用しているものの児童に

ＩＣＴを活用させての学習は十分に行われておらず，教員自身も状況に応じて適切に情報や

情報手段を扱う経験が十分でないことが推測される。 

従って，情報教育をより一層充実するためには，発達の段階に応じた情報活用能力を整理

し，意図的に年間指導計画に位置付け，児童に状況に合わせた適切な情報や情報手段の活用

を経験させることを通して，情報活用能力を身に付けさせる必要がある。 

 

 ３ 発達の段階に応じた情報活用能力育成の基本的な考え 

(1) 情報活用における知識の構成 

本研究では，経験を通して，児童自身が知識を構成していくことを「学習」と捉えた。また，

何かに熟達している人間は，個々の課題についての知識の集積から，新しい状況へ適応できる

ように構造化された多くの知識をもっており，さらに，実際の問題に直面したときに，それら

を対応付けて解決することができる状態にあると考える。 

このことから，児童に情報活用能力を身に付けさせるには，教員は児童の情報活用における

知識の構成を意識し，意図的に情報や情報手段を活用する経験をさせることが重要と考えた。

情報活用における知識を構成するためには，図４のように，情報や情報手段を活用する場面に

おける各学年段階の目標を設定し，それに応じて，情報教育の３観点相互の関係に配慮した知

識を構成することが重要であると考

えた。例えば，ある児童が，体育館

で行われる学習発表会で，多くの保

護者に総合的な学習の時間の学習の

まとめを発表するという状況に直面

したとする。適切な情報発信の手段

として，書画カメラや液晶プロジェ

クタで拡大表示するための発表カー

ド作成やコンピュータによるプレゼ

ンテーション作成等が考えられる。

この状況で新聞やＷebページを情報

発信の手段として選択するのはやや

不適切である。また，プレゼンテー

ションを選択した場合，見やすい表

図３  

◆ 

▲ 

■ 

Ｂ項目：授業中にＩＣＴを活用して指導する能力 

Ｃ項目：児童のＩＣＴ活用を指導する能力 

本校

県

全国

Ｂ項目 Ｃ項目

（％）

図４ 情報活用における「知識の構成」のイメージ 

高学年の目標 

見やすい表現の 
理解など 

Ｗｅｂ 

知的財産権 
など 

ソフトなど 

ワープロ 
 
ソフトなど 

書 画 
 
カメラ 
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現，分かりやすい表現の科学的な理解も必要となる。このような，状況に応じた適切な知識を，

児童が経験を通して構成することが大切であると考える。 

本研究では，「情報や情報手段を活用する場面」を情報教育の目標の一つである，情報活用の

実践力に示されている「収集」，「判断」，「処理」，「表現」，「創造」，「発信・伝達」に分類し，

「情報の科学的な理解」や「情報社会に参画する態度」に関する知識を関連付けて，情報活用

に関する知識の構造化を試みた。さらに，図５のように，上記で明らかにした知識の構造を児

童自身が構成するよう，３観点相互の関係を考慮した指導事項を，各学年段階の目標に応じて

整理することで，発達の段階に応じた情報活用能力の育成が図れるのではないかと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 各学年段階に応じた「知識の構成」のイメージ 

(2) 問題解決の経験の重視 

問題解決の経験を通して，新しい知識を身に付けることは，その時の状況や前後関係ととも

に記憶され，将来同じような状況に直面したときに，再び使える可能性がでてくる＊2）とされ

ている。このことから，問題解決の経験を通して知識を再構

成することは，同時に，それらの知識を活用する力を育む可

能性が高いことが期待できる。また，マクドノウ（1966）に

よると，新しい情報が形成されるには，直面した「問題」に

よって生じた人の心の中の問題意識と「データ」が結び付く

ことが必要とされている（図６*3））。現代社会では，データは

ＩＣＴの発展により,多面的に，また，大量に収集できるよう

になり，人間がもつ既有知識と結び付くことによって，ＩＣＴの活用がないときと比べて，よ

り多くの新しい情報を生み出すことも期待される。従って，情報教育に取り組むに当たっては，

児童に適切なＩＣＴの活用を含んだ問題解決の経験をさせるよう配慮する必要がある。 

 

 ４ 発達の段階に応じた情報活用能力育成の具体的な進め方 

(1) 情報教育の指導事項の体系化 

情報活用における知識の構成を明らかにし，情報教育の指導事項を体系化するに当たり，次

の手順を考えた。 

○ 情報伝達の各場面における能力と，各教科等で必要となる能力を関連付ける。 

    ○ 関連付けた各教科等の目標を参考に，各学年段階の情報教育の目標を設定する。 

    ○ 目標に応じて，情報教育の指導事項を整理する。 

    この考えに従って，情報教育の指導事項を関連付けた体系表（次頁図７）を作成した。 

――――――――――――――――― 
＊2） 安西祐一郎著 「問題解決の心理学」より 
＊3） 田崎 茂編「基礎情報学」より。（原典：マクドノウ著，長阪精三郎訳 「情報の経済学と経営システム」ｐ72）

マクドノウの情報形成過程で示されるデータとは，人間が身体器官を通して得る「情報」とコンピュータや通信技術

上でやりとりされる「情報」の二つの意味をもつ。図６は，情報の意味解釈や処理は，人の既有知識と結び付いて実

行され，新しいデータや問題を生み出し，そして結果として，既有知識自体も変化するという再帰的/自己循環的な

過程を表している。 

図６  

高学年の目標 中学年の目標 低学年の目標 
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各学年段階に 

応じた目標と 

情報手段等の 

設定（図８） 

選択した情報

手段等に関連

した指導事項

（図９） 

指導事項の 

具体的な内容 

（図 10） 

   ア 情報教育の体系表の作成 

情報活用に関する知識の構成を明らかにするために，発達の段階に応じた情報教育の指導

事項を関連付けた図７の体系表を情報活用の実践力に示された「収集」，「判断」，「処理」，「表

現」，「創造」，「発信・伝達」のそれぞれについて次の手順で作成した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

   イ 各学年段階に応じた目標と情報手段等の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 発達の段階に応じた情報教育の指導事項を関連付けた体系表

① 各場面における学年ごとの目標を設定した。 

② 発信・伝達の目標を設定するに当たっては国語科の目標を参考にした。各教科等を横断し

て情報教育を実施するため，各教科等の目標と関連付けた。 

③ 目標に応じた情報手段を設定した。例えば，中学年では，事例を挙げながらの情報発信が

目標になっているため，図や写真入りの文書作成が情報手段の選択肢に含まれると考えた。 

④ 選択した情報手段に関する基本的な操作に関するスキルを整理した。 

① ② 

③ 

④ 

図８ 各学年段階に応じた目標や情報手段の設定
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   ウ 選択した情報手段等に関連した指導事項 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   エ 指導事項の具体的な内容 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 指導事項の具体的な内容

  先行研究を参考に，選択した情報手段と「情報の科学的な理解」や「情報社会に参画する

態度」の指導事項を関連付けた。 

例えば，プレゼンテーションやＷebサイトでの情報発信を考えた場合，見やすく分かりや

すい表現や，知的財産権などに配慮する児童を育成したいと考えた。 

（先行研究） 

○ 情報ネットワーク教育活用研究協議会とパソコン検定協会の産学連携によって作成

された，情報活用能力育成モデルカリキュラム 

○ 文部科学省委託事業で作成された，情報モラル指導カリキュラム など 

 全学年の国語科や社会科の教科書を中心に，情報教育に関する指導事項の洗い出しを行っ

た。また，認知心理学の文献等を参考に整理した指導事項の内容の具体化を図った。 

図９ 選択した情報手段に関する指導事項の整理
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   (2)  情報教育の指導事項を学習過程に位置付ける基本的な考え 

学校では，問題解決を図る学習

が多く，活用を促す経験をさせる

には，図 11のような「調べて」，

「まとめて」，「伝える」という

活動の部分に情報教育の指導事項

を位置付ければよいと考えた。 

また，その中で，既有知識や情

報を比較・照合して，新しい情報

を創造する視点を意識するよう心

掛けた。 

図７の体系化した情報教育の指

導事項を各教科等の学習過程に位

置付け，各教科等を横断して情報

活用能力を育成するために，「題材化」と「関連付け」の二通りの手順を考えた。 

ア 題材化（各学年段階に応じた情報教育の題材の作成） 

題材化とは，各教科等の学習過

程における情報の収集から発信・

伝達までの過程全体に，情報教育

の指導事項を位置付け（図12），各

学年段階に応じた情報教育の題材

を作ることである。問題解決時における情報活用や各教科等の目標や時数に配慮しながら，

既存の指導計画を見直した。図５の資料を基に，題材化の基本的な流れを示したものが図13

である。この図を基に，総合的な学習の時間において，題材化を試みた。 

 

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図 13 題材化の基本的な流れ 

イ 関連付け（各教科等を横断した情報教育の位置付け） 

関連付けとは，各教科等の学習

過程における，情報の収集から発

信までの過程の一部に，情報教育

の指導事項を関連付けて（図14），

情報教育を実施することと考えた。

国語科の発信型の学習において，関連付けを試みた。  

図 12 題材化の基本的な考え（指導事項を全体に位置付け）

図 14 関連付けの基本的な考え（指導事項を一部に位置付け）

 

 調べて 

 まとめて  

 伝えよう 

新しい 

情報の創造  

図 11 問題解決的な学習過程と情報活用の関連

課 

題 

設 

定 

書画カメラ 

リーフレット 

新聞 

ポスター等 

Web サイト等 

 
 

グ
ラ
フ
化 

調べて 
まとめて 伝えよう 

人に聞く。 
本で調べる。 
インタビューする。 
デジタルカメラで撮影する。 
アンケートをとる。 
専門機関に問い合わせる。

インターネットで調べる。 
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５ 検証授業Ⅰ 総合的な学習の時間における題材化による情報教育の実施 

 (1)  検証の視点                                  

○ 図 13の「題材化」の基本的な手順に基づき，既存の単元の中で情報教育の実施ができるか。 

○ 図７の体系表に基づき，３観点相互の関係に配慮した情報活用能力の場面設定ができるか。 

(2)  情報教育を行う題材の作成 

 ア 題材の作成 

    本校の６年生一学期の総合的な学習の時間には，「城南の歴史と未来（城南と校区周辺の歴史

について調べよう）」という題材がある。図13の題材化の考えに基づき，学習のまとめをＷeb

サイトで情報発信する題材を作成することを考えた。Ｗebサイトで情報発信するまでの一連の

情報伝達過程で「情報の科学的な理解」や「情報社会に参画する態度」などの指導事項を関連

付けて,学ばせることが指導のねらいである。以上のことから，次のような題材を考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   イ 各教科の学習内容を考慮した実施時期の設定 

実施時期は，各教科等の学習内容との関連に配慮し，６年生国語「町のよさを伝えるパンフ

レットを作ろう『ようこそわたしたちの町へ』」という単元の後に設定した（図 15）。 

 

            国語               総合的な学習の時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各教科の学習内容との関連も配慮しながら，総合的な学習の時間での情報教育を実施する。 

 

 

○ 城南の歴史と未来 

・城南と校区の歴史について調べよう。 

・城南小や校区の歴史についての知識，理解を深める。 

（４～５月） 

・「城南のよさ」を他の地域に伝えよう。 

４～５月で深めた知識，理解を生かして情報発信を行う。 

（6 月～７月に題材化） 

検証授業Ⅰの概要（平成 23 年６月実施） 

１ 授業学級 鹿児島市立城南小学校第６学年 計 39名 

２ 題材名 「城南の歴史と未来」 「『城南のよさ』を他の地域に伝えよう」を題材化 

３ 題材の目標（情報教育の視点で題材化した部分） 

(1)  城南小学校や校区の歴史を調べ，自分が住んでいる町のよさを再確認する。 

(2)  自分たちの町のよさをＷebサイトで情報発信する活動を通して，知的財産権（著

作権，肖像権等），基本的人権，個人情報を保護し，情報社会に参画する態度を養

う。 

(3) 「わたしたちの町城南」の記事を作成する活動を通して，情報活用の実践力を身

に付ける。 

(4) Ｗebサイト作成を通して，コンピュータの基本的なリテラシーを学ぶ。 

国語（６月） 

ようこそわたしたちの町へ 

四
月 

五
月 

六
月 

七
月 

図 15 国語と関連した情報教育実施の流れ 


